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はじめに
河内松岳山古墳群は大阪府柏原市国分市場 1丁自一帯に所在する総数8基の古墳群であ
るc その中心的な存在が全長 130メートルを測る松岳山古墳である。この古墳には後円蔀に
古式の組み合わせ式長持型石棺を納めた主軸に直行する竪穴式石室が存在し，その石室の南北
には 2枚の大きな加工石が存在する。南方の立石(図 1)は高さ 2.30m'幅1.40m .厚さ 0.15
m を滞る隅丸長方形を呈する安山岩の板石である。北方の立石(霞 2) はt高さ1.80m .幅
1.40m・厚さ O.llmを瀕る不揃な 6辺形を呈する安山岩の板石である。本稿はこの 2枚の立
石の'註揺を考えようとするものである。
。 1m 。 1汀1
醤 1 松岳山吉境薦方立石 図2 松岳山吉墳北方立石
過去の謂査と立石の解釈
松岳山古墳は江戸時代から一部の学者にiまその存在が知られた古墳であった。それはこの古
墳から出土したと伝えられる墓誌が河内古甫の酉琳寺に所蔵されていたかちである。
この墓誌は， I船氏王後首の墓誌jと呼ばれ，長さ 29.5cm，幅6.6cmの銅版で，表裏に計 162
文字が刻まれている。その裏面に「贋葬於松岳山上，共婦Jとの記載があるからであった。藤
貞幹は「好古抄録jに，狩谷被斎は「古京遺文jにこの松岳山吉墳と f船氏王後首の墓誌J
を紹介し，貞幹は「好古目録jに墓誌の出土地を探して松岳山へいった事が記されている。さ
らに貞幹は当時の松岳山古墳の状況を 2枚の立石が存在すると書き，この立在を碑として考
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えていたようである。しかし，中央に為る石桔については符も書いていない。この事は貞幹が
松岳山古墳を訪れた当時は，まだ石棺は積石の下に埋もれていたに違いない。その後，明治時
代までの聞に現存する石稽が露出する。昭和の調査では益掘を受けていたことが明らかとなっ
ており，江戸時代後半から明治時代初期に石糧が人為的に露出した可龍性が大きい。明治 10
年には時の堺県令税所篤による古墳の乱掘のターゲットとなり，石棺が開けられ，石室の周辺
までも大々的に発掘された。その直後に松岳出吉墳の後円部頂上には地元の有志による標柱が
設けられ，吉墳としては異禄な溝造物であったが石棺および墳丘の保護には大きな役醤を果た
すこととなった。
一方，先述の「船氏王後首の墓誌Jとこの古墳との関係については，喜田貞吉，梅原末治ら
によって否定的な見解が提示され それらの問題に明確な結論を得ないまま大正 11年後円部
のみがに史蹟に指定されたのである。
昭和 29年に大薮府教育委員会は松岳山古墳の地形灘量を実施し，当該吉墳が前方後円墳で
あることを確認し，さらに招和 30年には埋葬施設を再度発掘調査した。その結果，松岳山古
墳は4世紀後半の前期古墳であり 「船氏王後首の墓誌Jの時代とは隔たりがあることが判明
した。しかし，この松岳出古墳が橿めて特異な抱設を持っていることも再確認される結果とま
った。なかでも，墳丘に角度を持って立っている 2枚の立石はどのような意図で立てられた
のか，その解釈が難しいとされた。
昭和 30年の謂査による立石の実情
報告者は報告書の中で「南・北2枚の立石と在措との距離は，南方立石の方がやや遠ざっ
かている。すなわち，甫方立石の下端は石棺のま石南端から二米七十糎のf立置にあち，北方立
石の下端は石棺の底石北端から二米のf立置にある。しかし，両立石は，水平線に対して三，1m
O度の角度をなすまで外方に倒れているので 部れるときに下端が石棺の方へいくらかすべっ
ていないとは保証できない。J(図 3) とし，さらに[ただ，需立石の中心線と石轄の中心線と
は，現状でも誌ぼ一致しているので，その移動の在度はあまりはなはだしいものではなかった
ことも推察される c したがってもとは再立石が， ，まぼ現在のf立置において，おそらく垂直に立
てられていたことを誰測しでも，はなはだしい誤りはないであろう。jと報告している。そし
て， rなお現状で辻，立石は下部約三分のーを積石の中に埋めて安定を探たれているo そのた
。 2 3 4 5m 
図3 松岳山古墳主体部中心断面図
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めに，北方立石の下部の大孔は，調査前には積石の中にかくされていたほどである。立石を正
しく垂直に立てた場合には，積石に埋められる部分がすくなくてすんだかも知れぬが，下端か
ら四十糎のf立置に穿たれている大孔を露出させるためには，立石の安定度をかなり犠牲にせね
ばならなかったであろう。それは，立在が外力のくわわるような自的に使用されなかったか，
あるいは側隷をも国定するなどの，いまとはちがった方法で安定されていたことを暗示するも
のと思われるJ とし 「それ以上の推論は後記にゆずちたい。Jとした。
また，別章とした後記では，さらに f墳頂に杷対して立っている二枚の立石の存在弘吉墳
の付属施設としては特異なものである。jとことわった上で，類挺として， i奈良県日葉酢媛陵
の竪穴式石室では，高端壁の位置に板状の石材が立てられ，それには小孔がうがたれていると
ったえるJ と紹介して 「もし その板石が石室の内外をわかっ樟壁としての意味をもっとす
れば，小孔は外部から室内をのぞきうかがう目的に用いられたかも知れぬと言う。jとの解釈
を示した上で， i松岳山吉墳の立石についても，おなじ解釈を適用しようとするには，まず二
枚の立石の原状を確認しなければならないoJとして，1.両立五関の距離が下端で測っても
8.5メートルもあること。また立石が石室の南端壁だとして その石室を積石で覆い尽くすと
すれば後円部の大きさが原状より相当大規模に復元しなければならないこと。さらに 2. 石
棺の周囲，特に立石と在棺の間および立石の下にも積石が存在することから， i石棺の大半部
が石室内に露出していた状況を想定しようとすると，現在の積石の一部をとりのぞいて考察せ
ねばならなくなる。そうすることは，すなわち立石を内面からささえる積石が原状のままでは
ないと認めることになって 立石の現位置そのものを疑う結果になってしまうであろう。jと
し， iいずれにしても，荷立石の現状にもとずいて考察するかぎり，ここに長さ8.5米にも達
するような竪穴式石室の存在した可能性は少ないjと結論付けている。
一方， iそれで辻この立石が，石室の壁奮を構成するようなものでなく，もとから現状のと
おり墳頂に露出していたとすれば その目的はどう考えられるであろうかj。と 2枚の立石の
性格を考察をしている。そこで，再び藤貞幹弘来の説である立石は碑の一種であり，中央隷上
に穿たれた孔に軸木を持して石棺をおろすときに使用したとの解釈について検討した詰果，両
立石聞の1m離が大きすぎる点や，円孔を結ぶ線の高さが石棺蓋石の上面から 5~60 センチし
かない事，および立石と積石の調査結果との矛震などから，この考えも肯定し得ないとして，
結論を保留しているc
大阪府久宝寺遺跡の古墳時代前期の準構造飴
近畿自動車道天理~吹田線建設予定地の埋議文化財発掘調査によって 昭和 58年古墳時代
前期の調査冨から木製実物大の準構造船の断片が発見された。断片といっても当該船は融先蔀
から踏体の一部までの器底部分と，結先に取り付く竪板，及び船底に取り付くであろうと考え
られる舷鵠板からなっており，船の全長は想定するより無いが，魁先の構造は当時の船の構造
を充分に後元可能な貴重な遺物である。報告書によれば f舟互支部と竪板の 2点は比較的に複
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~4 久宝寺遺跡出土準構造線複元新面国
雑な加工の痕が認められ，正うる程変，船の構造を知ることができるjとあり，その観察を復元
したものが(図 4)である。復元された「舟底部と竪板jの角度は船患を水平として立て板が
前方外側に 25度鎮いている。
さ墳時代の船の資料はこの久宝寺の資料が唯一の実物であるが 埴輪・木製の舟形木製品，
絵画には数多くの資料が存在する。それらを整理すると古墳時代前期 (4~5 世紀)の船はこ
の久宝寺の訟と同様の竪板が前方に鰻斜して取り付き，その竪板に鼓傑版が納まる形のいわゆ
る菩提池茜式の船である。筆者はこの竪板の角震が復元船ではやや立ちすぎていると考えてい
るが，いずれにしても松岳山古墳の立石を考える上で重要な資料と考えている。
大阪市長原遺跡高廼り 2号境(長票 170号墳)の踏形壇輪
昭和62年大阪市平野区に所在する大阪市営長吉住宅建設予定地の長累遺跡から 4世紀末若
しくは 5世紀初頭の吉墳(高廻り 2号墳)が検出された。墳正は後世の需発により完全に前
平されていたが，周j豪が上部を失うものの長好な状態で残っていた。罵濠の一部には円筒埴輪
が埋葬時の位置に底部を残しており 周濠の中から各種の象形埴輸が検出された。その中に当
時の船を忠実に表現した船形壊輪が含まれていた。(図 5)斡形埴輪は破砕された状態で発見
されたが，復元すると全長 128.7cm，訟体中央部の最大幅26.1cm，舷債IJ部の最大高37.2cm 
を滞る立派なものであった。この船形埴輪でも船の櫨と魅先に大きな虐形の竪板が表現されて
おり，久宝寺の出土船と同じく菩提池西式の準構造船であることが解る。竪板が舟艇部に取り
付く角度は 42度であり 久宝寺のそれより深く外方向に倒れていることが知られる。
。 10 20 30cm 
国5 長累遺跡高廻り 2号墳の船形埴輪
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図6 菩費池酉古墳出土の船形埴輪
図7 寛弘寺5号墳出土の船形埴輪
この高廻り 2 号墳の船形埴輪資料の他にも河内・和泉の 4~5 世紀の吉墳からは先述の形式
名称となった菩提油茜主墳(図 6)や，寛弘寺5号墳(国 7) にも同様のものが検出されてい
る。
松岳山古墳の立石
昭和 29年.30年の 2屈に実施された松岳山古墳の発掘調査の段階 その後の整理作業の
段階では墳丘頂部に存在した 2放の立石の表現する意味 意留を理解する考古学的資料が存
在しなかったことが先述のような結論を提示せざるを得なかったと思料する。しかし，近年の
開発に先立つ発掘調査の急増は，憂うべき埋議文化財の消滅をもたらした反面，多くの資料の
増加をもたらす結果となり，松岳ilJ吉墳の立石を理解する資料として古代船の構造を提示する
結果ともなった。
発掘調査の結果から松岳山古墳の立石は築造当時から現在の位量に今の傾斜を持って設置さ
れていた可能笠が高いとすれば この立石は何を意味しているのであろうか，筆者はまさにこ
の立石は墳丘上に船を表現するためのものでiまないかと考えている。 河内・和泉の古墳かち検
出される 4~5 世紀の謹輪船の竪板の傾斜は，まさにこの立石の傾斜と一致するものであり
〔図8)，久宝寺の実船の講造もこれを諦強する材料である。さらに，当該古墳と強い関保があ
ると思iまれる罵迫の古墳群のいずれからかは持定できないにしても，先述の「斡氏王後首の墓
誌」が伝わっていることは この考えを肯定する強い補強材料となると考えている。船弐は大
和王権の中にあって海運，軍事を勤めた有力豪族であ可，海内の津から大和盆地東南部，三輪
出の大和王権の中心地への交通の要筈，龍田道と大和JIの最大の難所亀の瀬を眼下に見下ろす
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語 8 松岳山古墳の 2技の立石と久宝寺高廻り出土船の竪板の額斜
場所に築造された松岳山古墳の被葬者が，その強大な海運力を誇示するためのモニユメントと
して墳王上に氏族の掌る艇を表現したものと考えたい。
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